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町 の 動 き

表
紙「
御
月
見
」の
イ
ラ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　

山
下
真
由
美
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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中学校統合準備の決定事項についてお知らせします

天草ジオパーク誕生
まちのわだい＋スポーツ

中学校統合準備の決定事項についてお知らせします

天草ジオパーク誕生
まちのわだい＋スポーツ ほか

【今月の主な内容】【今月の主な内容】

ほか

渾身の一撃！！
　一刀両断！？
渾身の一撃！！
　一刀両断！？

町の風景

　

暑
い
夏
か
ら
一
転
、
涼
し
く
過
ご
し
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
秋
の
苓
北
は

町
民
体
育
祭
や
窯
元
め
ぐ
り
、
夕
や
け
マ

ラ
ソ
ン
、
そ
し
て
４
年
に
一
度
の
産
業
文

化
祭
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
で

す
。
私
も
取
材
の
傍
ら
苓
北
の
秋
を
楽
し

み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
で
す
。
体
調
を
崩
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。　
　
【
Ｙ
・
Ｍ
】

　

町
民
の
生
命
と
安
全
を
守
る
交
番
が
新
築

さ
れ
、
９
月
16
日
か
ら
「
苓
北
交
番
」
と
し

て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

編
集
後
記

　お盆の恒例イベントが各地で開催されました。上津
深江地区では８月13日、上津深江分校跡地において、
志岐地区では14日に志岐小学校グラウンドにおいて
それぞれ盆踊り大会が開催され、ゲームやお楽しみ抽
選会などでにぎわいました。また、坂瀬川地区では８
月14日、坂瀬川ペーロン大会“盆決戦”が坂瀬川漁
港で開催されました。地域の皆さんと帰省客が一緒に
楽しめるイベントとして始まった本大会も今年で20
回目。大会には、地元の皆さんをはじめお盆の帰省客
を交えた９チーム約250人が参加して熱戦を繰り広
げました。そのうち昨年優勝の西川内チームと準優勝
の川向チームが今年も決勝レースに進出。前回と同一
カードの対戦となった決勝では、雪辱に燃える川向チ
ームを西川内チームが抑え、９回目の優勝を果たしま
した。

お盆の恒例イベント開催！！
地域の皆さんと帰省客でにぎわう

ペーロンでにぎわう坂瀬川漁港

幻想的な提灯の明かりの中で踊る志岐地区盆踊り

楽しい抽選会（志岐） スイカの早食い（上津深江）

新築された「苓北交番」

苓
北
交
番
が

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
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１
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
利
用
基
準

　

統
合
中
学
校
へ
の
通
学
手
段
は
、
基
本
的

に
自
転
車
通
学
で
す
。
た
だ
し
、
遠
距
離
通

学
と
な
る
坂
瀬
川
小
学
校
区
お
よ
び
都
呂
々

小
学
校
区
に
在
住
す
る
生
徒
は
、
自
転
車
か

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
選
択
し
て
通
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
途
中
か
ら
通
学
手
段
を
変
更

し
た
い
と
き
は
、
事
前
に
学
校
へ
届
け
出
る

こ
と
に
よ
り
可
能
で
す
（
詳
細
は
、
別
に
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
規
程
な
ど
で
定
め
ま
す
）。

な
お
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
は
、
自
宅
か

ら
駐
輪
場
ま
で
は
自
転
車
で
通
学
で
き
ま

す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
路
線
、
経
路
お
よ

び
区
間
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
大
雨
や
台
風
接
近

時
な
ど
、
安
全
な

通
学
に
支
障
が
あ

る
場
合
は
臨
機
応

変
に
対
応
し
ま
す
。

　

苓
北
町
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会
は
８
月
29
日
、
本
年
度
第
２
回
会
議
を

苓
北
町
役
場
で
開
催
し
、
各
専
門
部
会
の
決
定
事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
主
に
校
章
・
校
旗
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
・
運
行
計
画
、
制

服
・
体
操
服
な
ど
の
価
格
に
つ
い
て
慎
重
に
協
議
が
行
わ
れ
、
専
門
部
会
報

告
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
．
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
日
、
回
数
等

ア
．
学
校
の
通
常
課
業
日
の
１
日
の
運
行
回

数
は
、
原
則
と
し
て
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
登
校
時
２
回　

・
下
校
時
２
回

　

※
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
１
回
は
部
活
動
対

応
。
部
活
動
が
な
い
時
は
１
回
運
行
。

イ
．
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
長
期
休
業

中
の
部
活
動
時
は
、
登
校
時
１
回
、
下
校

時
１
回
運
行
し
ま
す
。

ウ
．
運
行
時
刻
は
夏
季
、
冬
季
時
間
な
ど
を

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

エ
．
次
の
場
合
は
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
た
と
き

　

・
自
己
都
合
に
よ
る
早
退
・
遅
刻

　

・
部
活
動
の
試
合
・
自
主
練
習

　

・
特
別
な
学
校
行
事
（
集
団
宿
泊
研
修
や

修
学
旅
行
な
ど
集
合
・
解
散
が
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
時
刻
と
合
わ
な
い
場
合
）

オ
．
運
行
時
間
に
つ
い
て
は
下
表
の
と
お
り

予
定
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
学
校
側

と
協
議
の
う
え
調
整
し
ま
す
。

　

※
生
徒
は
午
前
８
時
に
は
生
徒
玄
関
に
入

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

は
午
前
７
時
50
分
ま
で
に
学
校
へ
到
着

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

※
部
活
便
の
運
行
は
部
活
動
規
程
と
バ
ス

回
送
時
間
を
考
慮
し
て
設
定
し
ま
す
。

　

※
各
停
留
場
所
に
は
屋
根
付
き
タ
イ
プ
の

自
転
車
駐
輪
場
を
設
置
し
ま
す
。

・考案者　　　　苓北町富岡　武田　章　氏
・図案の趣旨
　３つの中学校の子どもたちが１つとなり、これから先、それぞれの子ども
たちが無限の可能性を持っていることを図案化。記号の無限大（∞）を３
つ（３校）合わせ、シンプルで分かりやすいデザインとなっています。
・校旗、略旗のほか、学用品（通学鞄、サブバック）に使用します。

１．制服販売店
　　だるまや商店　　　　　　　　　苓北町坂瀬川３８１３－４　　
　　㈲トータルファッションもり　　苓北町富岡３７０７－１　　
２．採用品および販売価格（税抜き）

３．購入総額
　男子　 ９３，１５０円　※夏制服ポロシャツ３枚、体操服（夏）上下３

セットに加算して試算した場合。
　女子  １２４，８８０円　※冬制服ブラウス２枚、夏セーラー３枚、体

操服（夏）上下３セットに加算して試算した
場合。

４．今後の予定
　（１）各小学校で採用決定品展示会を計画していますので、実物を
　ぜひご覧ください。日程は、小学校を通じてお知らせします。

　（２）１１月中旬に制服販売店から採寸、購入申込みの案内がありま
す。

■問い合わせ先　教育委員会　担当／吉本
　　　　　　　　☎○内４０４　○町３５－２１１１

中
学
校
統
合
準
備
の
決
定
事
項
に
つい
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

苓
北
町
中
学
校
統
合
準
備
委
員
会

ス
ク
ー
ル
バ
ス
導
入
・
運
行
計
画

校章デザイン

制服、体操服など

■スクールバスの運行路線、経路および区間 
　路　線　名

　　  始　　発

　　  停留箇所

　　  終　　点

利用道路名

通行距離（片道）

所要時間（片道）

バス停設置数

運行車両

運行方法

■運行時間（予定）

　  坂　　瀬　　川　　線

鶴公民館前

小路漁港前

苓北中学校

県道坂瀬川御領線・国道324号

９．０㎞

２５分

２

中型バス33人乗　１台 

町でバスを購入し、運行業務を委託

　　  都　　呂　　々　　線

木場集会所前

都呂々中学校前

苓北中学校

県道都呂々宮地岳線・国道389号

１０．１㎞ 

２５分  

２

中型バス33人乗　１台

区　

間

鶴公民館前

小路漁港前

苓北中学校

木　　　場
集 会 所 前

都　呂　々
中 学 校 前

苓北中学校

※18:25～
  19:25

※18:16～
  19:16 

※18:00～
  19:00

17:10

17:01

16:45

7:25

7:40

7:50

6:25

6:40

6:50

※18:25～
  19:25

※18:16～
  19:16

※18:00～
  19:00

17:10

17:01

16:45

7:25

7:40

7:50

6:25

6:40

6:50

坂　　瀬　　川　　線 都　　呂　　々　　線

行　　　き 帰　　　り

部 活 便 部 活 便通 常 便 通 常 便

行　　　き 帰　　　り

部 活 便 部 活 便通 常 便 通 常 便

・校旗デザイン

女子制服
（左：冬服　右：夏服）

冬服  ４点計\30,580

夏服  ２点計\16,700

\7,400 \3,300 \3,300 \1,200 \800

冬服  上下\24,400～

夏服  上下8,400

ジャージ　上下\9,250

半袖シャツ・ハーフパンツ \4,500

上　\7,200

下　\5,000

男子制服
（左：冬服　右：夏服）

体操服（ジャージ、半袖
シャツ・ハーフパンツ）

ウインドブレーカー
（※任意購入）

通学カバン サブバック
体育館シューズ
（※学年色採用）

屋内上履き（サンダル）
（※学年色採用） メッシュキャップ

平成27年４月から町内全中学生が通う苓北中学校
※現在、統合へ向けて校舎内外の改修工事を行っています。

※新しい制服などの購入・使用は、
　現在の小学校６年生からです。

※夏季・冬季で運行時間を決定



　【天草陶石の露頭】 　【志岐炭鉱石碑台座】　　【花崗閃緑岩】
か  こうせんりょくがん

さ　す さ　し

　【富岡海域公園】 　【富岡の砂州・砂嘴】 　【おっぱい岩】

45

　

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
が
８
月
28
日
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

苓
北
町
、
天
草
市
、
上
天
草
市
で
は
、
平

成
22
年
12
月
に
「
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推

進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。

 

同
協
議
会
は
、
本
年
３
月
に
日
本
ジ
オ
パ

ー
ク
委
員
会
に
認
定
申
請
書
を
提
出
し
、
４

月
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
７
月
28
日
・
29
日
に
は
、
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
よ
る
現
地
審
査
が
行
わ

れ
、
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
内
容
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の
主
な

評
価
の
内
容
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

今
回
、
天
草
と
同
じ
く
新
た
に
認
定
を
受

け
た
の
は
立
山
黒
部
（
富
山
県
）
と
南
紀
熊

野
（
和
歌
山
県
）
の
２
地
域
で
、
こ
れ
に
よ

り
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
は
全
国
で
36
地
域
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
す

で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
天
草
御
所
浦
ジ
オ

パ
ー
ク
と
合
併
を
予
定
し
て
お
り
、
両
ジ
オ

パ
ー
ク
が
合
併
す
る
と
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

は
35
地
域
と
な
り
ま
す
。

①
白
亜
紀
か
ら
古
第
三
紀
の
化
石
を
含
む
地

層
と
、
そ
れ
が
浸
食
を
受
け
て
で
き
た
地

形
が
見
ら
れ
る
。

②
化
石
、
石
炭
や
陶
石
な
ど
、
石
を
利
用
し

た
文
化
や
景
観
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
化

石
採
集
体
験
、
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
よ
る
地

質
探
訪
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
の
海
中
観
察

な
ど
、
天
草
な
ら
で
は
の
ジ
オ
ツ
ア
ー
を

楽
し
め
る
。

③
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
や
ガ
イ
ド
養
成
シ
ス

テ
ム
が
整
い
つ
つ
あ
る
。

「
一
億
年
の
大
地
と
生
命
の
記
録
」

　

天
草
諸
島
は
大
小
１
２
０
も
の
島
々
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
億
年
と
い
う
時
間
の

記
録
が
刻
ま
れ
、
生
命
の
不
思
議
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
る
宝
の
島
「
天
草
」
に
は
、
地

質
・
地
形
、
生
態
系
、
歴
史
、
文
化
、
産
業

な
ど
を
見
て
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
60
カ

所
の
ジ
オ
サ
イ
ト
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
苓
北
町
の
ジ
オ
サ
イ
ト
は
５
ペ
ー

ジ
に
紹
介
す
る
６
カ
所
で
す
。

　

地
質
学
の
こ
と
を
英
語
で
ジ
オ
ロ
ジ
ー

（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
）
と
い
い
、
地
理
学
の

こ
と
を
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
Ｇ
ｅ
ｏ
ｇ
ｒ
ａ

ｐ
ｈ
ｙ
）
と
い
い
ま
す
。
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」

は
「
大
地
の
公
園
」
と
も
呼
ば
れ
、
地
球
や

大
地
を
表
す
「
Ｇ
ｅ
ｏ
」
と
公
園
を
表
す

「
ｐ
ａ
ｒ
ｋ
」
か
ら
な
る
新
語
で
す
。
地

質
・
地
形
だ
け
で
な
く
大
地
と
関
連
す
る
動

植
物
・
歴
史
・
文
化
な
ど
も
含
ま
れ
、
そ
れ

ら
が
保
護
・
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
定

さ
れ
た
地
域
の
み
名
乗
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
内
の
見
所
の
こ
と
で
す
。
ジ

オ
サ
イ
ト
の
多
く
は
、
素
晴
ら
し
い
地
形
や

地
層
な
ど
が
存
在
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ジ
オ
サ
イ
ト
に
は
人
々
の
歴
史
的
遺

産
や
文
化
遺
産
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
誕
生

苓北町の
ジオサイト

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
の

主
な
評
価
の
内
容

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク

６

６

５

５

内田

西川内

４

４

３

３

２

２

１

１
中新世（約2,300万年前～533万
年前までの地質時代）の火山活
動によって流紋岩が陶石化して
できた岩石。豊富な産出量を誇
る「天草陶石」は、陶磁器の原
料として日本一とされている。

天草地域最大規模の炭鉱として
採炭されていた。炭鉱地から港
まで石炭運搬用の機関車が走る
天草で唯一の鉄道だった。この
台座は、かつての久恒鉱業志岐
炭鉱入場門の安全祈願鐘の土
台。

富岡半島の約４分の１の面積を
占めて分布する岩石。約1,900
万年前に形成されたものであ
り、富岡城はこの岩石の風化・
浸食によって残された高台に建
っている。富岡城下の畑の脇に
露出する岩塊で、地元では「弁
慶岩」と呼ばれている。

海域公園に指定されている富岡
半島南西部地域。海中には珊瑚
礁が、海岸には黒い岩石と白い
岩石が突き出している美しい岩
礁が広がっている。地層の観察
や、磯の生態系観察にも適して
いる。

志岐平野と小島が、沿岸流が運
ぶ小石や砂によってつながって
できた陸繋島の富岡半島。つな
がった後は沿岸流の流れが変わ
って東側に砂を運び、鳥のくち
ばしの形を意味する砂嘴をつく
った。

女性の乳房の形に似ていること
から「おっぱい岩」と呼ばれて
いる海岸に転がる大きな岩。西
川内の海岸に露出する坂瀬川層
の中にあった硬い塊が風化・浸
食により取り残されたもの。

苓北町の
ジオサイト

ジ
オ
サ
イ
ト
と
は

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
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可決された案件
●請負契約［志岐漁港臨港道路2号橋下部工新設工
事］の締結
　■契約の金額　1億1,977万2,000円
　■契約の相手方　株式会社横山建設
●請負契約［上津深江港改修工事］の締結
　■契約の金額　1億2,538万8,000円
　■契約の相手方　株式会社レイジュウ
●請負契約［苓北町拠点避難地造成工事（１工区）］
の締結
　■契約の金額　8,424万円
　■契約の相手方　株式会社長濱興業
●請負契約［苓北町体育センター耐震化工事］の締結
　■契約の金額　5,870万8,800円
　■契約の相手方　株式会社横山建設

可決された案件
●平成26年度苓北町一般会計補正予算
歳入歳出予算の総額

可決された案件
●災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する
条例
　災害弔慰金の支給に関する法律改正に伴い、条例を
改正する必要があるため改正
●苓北町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の制定
　児童福祉法第34条の16の規定に基づき、条例を制定
する必要があるため制定

●苓北町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の制定
　子ども・子育て支援法第34条第２項及び第46条第２
項の規定に基づき、条例を制定する必要があるため制
定
●苓北町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の制定
　児童福祉法第34条の８の２第１項の規定に基づき、
条例を制定する必要があるため制定
●苓北町保育の必要性の認定に関する条例の制定
　子ども・子育て支援法第20条の規定に基づき、条例
を制定する必要があるため制定
●あらたに生じた土地の確認
　苓北町の区域内に公有水面の埋立てにより新たに土
地を生じたため、議会の議決を経て確認
●字の区域の変更
　苓北町の区域内に公有水面の埋立てにより新たに土
地を生じたため、議会の議決を経て変更
●平成26年度苓北町各会計補正予算
　一般会計と８つの特別会計補正予算を可決。（表１）
●請負契約［役場庁舎空調設備改修工事］の締結
　■契約の金額　6,102万円
　■契約の相手方　株式会社熊電施設天草支店
●請負契約［苓北町拠点避難地造成工事（２工区）］
の締結
　■契約の金額　9,188万6,400円
　■契約の相手方　前川建設株式会社
●財産の取得
　■取得財産名及び台数　通学用スクールバス（33人
乗り）　２台

　■取得金額　1,429万9,200円

認定された案件
●平成25年度各会計歳入歳出決算
　平成25年度苓北町一般会計のほか、10の特別会計歳
入歳出決算が認定されました。

可決された案件

可決された案件

可決された案件

認定された案件

会  計  名

一般
国民健康保険
介護保険
後期高齢者医療
水道
下水道
農業集落排水
特定生活排水
宅地造成事業

51億7,847万4千円
12億92万6千円
8億9,743万1千円
1億1,318万1千円
2億8,226万7千円
3億4,224万7千円
1,715万4千円
5,033万9千円
1,129万7千円

3億2,410万2千円
158万3千円
1,185万7千円

6万6千円
483万7千円
22万1千円
473万8千円
46万5千円
131万5千円

55億257万6千円
12億250万9千円
9億928万8千円
1億1,324万7千円
2億8,710万4千円
3億4,246万8千円
2,189万2千円
5,080万4千円
1,261万2千円

補正前の額 補　正　額 補正後の額

会計名

一般 51億3,932万9千円 3,914万5千円 51億7,847万4千円

補正前の額 補　正　額 補正後の額

■平成26年度　歳入歳出予算の総額（表１）

第27回臨時会（会期：7月14日）

第28回臨時会（会期：7月31日）

第29回定例会（会期：９月５日～９月12日）

臨時会
定例会

※一般質問の内容については、来月発行の議会広報「きずな」をご覧ください。

　

苓
北
町
で
は
現
在
、
６
つ
の
施
設
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
を
選
定
し
、
管
理
運
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
指
定
期
間
が
平
成

26
年
度
で
満
了
す
る
４
施
設
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
を
新
た
に
募

集
し
ま
す
。

苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど

　

苓
北
町
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
／
苓
北
町
体

育
セ
ン
タ
ー
／
苓
北
町
庭
球
コ
ー
ト
／
苓
北

町
総
合
武
道
館
／
農
村
運
動
広
場
／
坂
瀬
川

地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
連
絡
先　

教
育
委
員
会　

担
当
／
溝
上

　

☎
○内
４
0
２　

☎
35
―
2
１
１
１

苓
北
町
斎
場

●
連
絡
先　

税
務
住
民
課　

担
当
／
田
中

　

☎
○内
１
0
５　

○町
39
―
０
０
０
2

苓
北
町
温
泉
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
温
泉
自
動
販
売
機

●
連
絡
先　

商
工
観
光
課　

担
当
／
松
井

　

☎
○内
１
１
５　

○町
39
―
０
０
０
０

苓
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
連
絡
先　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
浦
田

　

☎
○内
１
０
８　

○町
39
―
０
０
０
２

■
応
募
資
格

　

次
の
要
件
を
満
た
す
法
人
そ
の
他
の
団
体

で
あ
る
こ
と
。個
人
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

（
１
）地
方
自
治
法
施
行
令
第
1
6
7
条
の
4

（
一
般
競
争
入
札
の
参
加
資
格
）の
規
定

に
該
当
し
な
い
こ
と
。

（
２
）熊
本
県
か
ら
指
名
停
止
措
置
ま
た
は
暴
力

団
の
排
除
に
関
す
る
合
意
書
に
基
づ
く
指

名
除
外
措
置
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

（
３
）町
税
、法
人
税
、消
費
税
な
ど
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と
。

（
４
）本
業
務
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
安
定
的

か
つ
健
全
な
財
務
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

（
５
）応
募
は
町
内
、町
外
を
問
い
ま
せ
ん
が
、

指
定
管
理
者
と
な
っ
た
場
合
は
町
内
に

事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
置
く
こ
と
。

（
６
）そ
の
他
（
施
設
に
よ
っ
て
は
別
に
定
め

る
条
件
が
あ
り
ま
す
。）

■
募
集
要
項
の
配
布
と
質
問
の
受
付
期
間

　

9
月
22
日
（
月
）
〜
10
月
20
日
（
月
）

【
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
】

●
募
集
要
項
の
配
布
先　

　

施
設
担
当
課
で
そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
す
。

　

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.reihoku-kum

am
oto.jp

●
質
問
の
方
法　

　

募
集
要
項
に
添
付
し
て
い
る
所
定
の
質
問

票
を
上
記
担
当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
可
）

■
申
請
書
提
出
期
間

　

9
月
22
日
（
月
）
〜
10
月
31
日
（
金
）

【
土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
】

■
申
請
書
提
出
先

　

上
記
の
公
募
す
る
施
設
を
所
管
す
る
各
担

当
課
ま
で
郵
送
か
持
参
し
て
ご
提
出
く
だ
さ

い
。
【
郵
送
の
場
合
は
最
終
日
の
午
後
5
時

ま
で
に
必
着
】

■
指
定
管
理
者
選
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
９
月
〜
10
月
…
募
集
要
項
の
配
布
、
応
募

者
へ
の
説
明
、
申
請
書
の
受
付

・
11
月
…
候
補
者
の
選
定

・
12
月
…
指
定
管
理
者
の
指
定
を
町
議
会
で

議
決

・
平
成
27
年
４
月
…
指
定
管
理
者
に
よ
る
施

設
の
管
理
開
始

■
指
定
管
理
者
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

担
当
／
宮
﨑

　

☎
○内
2
0
7　

○町
35
―
1
1
1
1

１
．
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

こ
の
制
度
は
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

に
効
果
的
、
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、
公

の
施
設
の
管
理
運
営
に
民
間
の
能
力
を
活
用

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
管
理
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
指

定
さ
れ
た
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
含

む
幅
広
い
団
体
（
指
定
管
理
者
）
に
施
設
の

管
理
運
営
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
．
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
は 

　

公
募
が
原
則
で
す
。た
だ
し
、施
設
の
性
格

や
規
模
、機
能
、行
政
と
住
民
と
の
協
働
の
観

点
な
ど
か
ら
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合

は
、公
募
に
よ
ら
ず
に
指
定
で
き
ま
す
。

３
．
適
切
な
管
理
運
営
の
た
め
に 

　

町
は
施
設
管
理
の
状
況
に
つ
い
て
、
提
案

ど
お
り
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
継
続

的
に
評
価
し
ま
す
。

　

ま
た
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
適
切
な

指
示
を
行
い
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
や
明
白

な
欠
点
が
あ
っ
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
い
た
場
合
は
、
指
定
の
取
り
消
し
や
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
な
ど
適
切
な
管
理
運
営
に

努
め
ま
す
。

公
募
す
る
施
設

平成27年度からの
町施設の指定管理者を募集します

総務課



 

水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
お
よ
び
成
人
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
が
定
期
接
種

と
な
り
、
10
月
１
日
か
ら
予
防
接
種
が
始
ま

り
ま
す
。

 

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に
希

望
す
る
契
約
医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

〈
水
痘
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
〉

■
対
象
者　

生
後
12
ヵ
月
〜
36
ヵ
月
の
誕
生

日
前
日
ま
で
の
子
。

 

※
平
成
26
年
度
限
り
生
後
36
ヵ
月
〜
60
ヵ

月
の
誕
生
日
前
日
ま
で
の
子
が
対
象
。

■
接
種
方
法　

契
約
医
療
機
関
で
個
別
接
種

■
予
診
票　

予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
母
子
手
帳
持
参
の
う
え
福
祉
保
健
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
〉

■
対
象
者

・
65
歳
（
昭
和
24
年
４
月
２
日
〜
昭
和
25
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
70
歳
（
昭
和
19
年
４
月
２
日
〜
昭
和
20
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
75
歳
（
昭
和
14
年
４
月
２
日
〜
昭
和
15
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
80
歳
（
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
10
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
85
歳
（
昭
和
４
年
４
月
２
日
〜
昭
和
５
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
90
歳
（
大
正
13
年
４
月
２
日
〜
大
正
14
年

４
月
１
日
生
）
の
人

89

　

10
月
１
日
か
ら
1
月
31
日
ま
で
の
期
間
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

左
記
の
契
約
医
療
機
関
で
予
防
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
す

る
人
は
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
で
障
害

者
手
帳
１
級
（
内
臓
疾
患
）
を
お
持
ち
の
人

は
、
接
種
料
金
が
減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す福

祉
保
健
課

水
痘
ワ
ク
チ
ン
・
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
が
追
加
に
な
り
ま
す

福
祉
保
健
課

　

天
草
西
海
岸
一
帯
は
世
界
一
と
い
わ
れ
る

天
草
陶
石
の
産
地
。
良
質
の
天
草
陶
石
を
使

っ
て
焼
か
れ
る
天
草
陶
磁
器
は
、
平
成
15
年

３
月
に
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
国
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
。

　

各
窯
元
で
は
、
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
消
費

者
の
心
を
捉
え
る
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
そ
の
成
果
発
表
の
場
と
な
っ
て
い

る
の
が
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
天
草
西
海
岸

秋
の
窯
元
め
ぐ
り
」
で
す
。
苓
北
町
・
天
草

町
の
８
窯
元
で
新
作
の
展
示
販
売
が
行
わ

れ
、
期
間
中
は
通
常
価
格
よ
り
割
引
販
売
さ

れ
ま
す
。
来
て
、
見
て
、
さ
わ
っ
て
、
天
草

陶
磁
器
の
世
界
に
、
ぜ
ひ
浸
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

■
日
時

　

10
月
９
日（
木
）〜
10
月
13
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
催
し
内
容

　

新
作
展
示
販
売
・
手
び
ね
り
体
験
・
絵
付

け
体
験
・
工
場
見
学
・
特
産
品
販
売
・
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　

苓
北
町
観
光
案
内
所

　

☎
37
―
１
１
３
６

昨秋の窯元めぐり（写真：内田皿山焼）

開
催
し
ま
す

天
草
西
海
岸内田皿山焼

工房風

天竺窯

雲舟窯

高浜焼寿芳窯

天草創磁久窯

天草白磁陶房泰

天草唐津十朗窯

苓北町内田554-1

苓北町志岐2915

苓北町都呂々6121

苓北町富岡2829

天草町高浜南598

天草町高浜南2904

天草町高浜南493-11

天草町下田南426-2

☎35-0222

☎35-2041

☎36-0860

☎35-0945

☎42-1115

☎42-0287

☎42-0545

☎42-3143

窯　元　名 住　　所 電話番号

秋
の

窯
元
め
ぐ
り

▲平成２２年開催の産業文化祭の展示作品

　11月15日・16日に開催する産業文化祭において展示
する生活文化展の作品を募集します。
　趣味で作成されている手作り人形、掛け軸、生け花、絵
画、洋服、パッチワークなどの作品で、一人１点（団体の場
合は、会員一人につき１点）とします。
　展示を希望する人は、企画政策課または各公民館に備
え付けの「作品展示申込書」に必要事項を記入のうえ、10
月６日（月）までに申し込んでください。
　詳しくは、申込受付後、本人に通知します。また、作品の
搬入展示・搬出は展示者本人でお願いします。
■問い合わせ先　企画政策課　担当／田﨑
　☎○内２１２　○町３９－０００４

Information

苓北町産業文化祭の展示作品を募集します
企画政策課

　苓北夕やけマラソン2014を開催します。“夕やけマラ
ソン”と銘打った本大会も２回目を迎え、コースも（20㎞
をハーフマラソンに）一部変更しました。この機会に体力
つくりや町外参加者との交流を図りましょう。たくさん
のご参加お待ちしています。
　詳しくは大会要項をご覧いただくか、教育委員会へお
問い合わせください。
■期日　11月１日（土）
■場所　農村運動広場（スタート・ゴール）
■種目　３㎞・５㎞・１０㎞・ハーフマラソン
■問い合わせ先　教育委員会　担当／溝上
　☎○内４０２　○町３５－２１１１

苓北夕やけマラソン２０１４に参加しませんか
教育委員会

▲昨年の夕やけマラソンのスタート

■契約医療機関

町　内 町　外

猪口医院

天草慈恵病院

苓北医師会病院

苓北クリニック

☎37-0001

☎37-1111

☎35-1133

☎35-1119

☎32-2323

☎33-0144

☎33-2020

☎24-3777

長野内科小児科医院

中村こども
内科クリニック

楽洋クリニック

天草第一病院　

■契約医療機関
町　内 町　外

猪口医院

天草慈恵病院

苓北医師会病院

苓北クリニック

☎37-0001

☎37-1111

☎35-1133

☎35-1119

☎32-2323

☎33-0144

☎33-2020

―

長野内科
小児科医院

中村こども
内科クリニック

楽洋クリニック

　　　―

■対象年齢、接種回数、補助額など

対象者となる人

６カ月から
小学生まで

中学生から
６４歳以下  

６５歳以上  

回数

２回

１回

１回

負担する金額

医療機関で異
なります。※

医療機関で異
なります。※

1,200円

町の補助額

１回につき
2,000円

1,000円

3,600円

ま
す
の
で
、
障
害
者
手
帳
を
持
参
く
だ
さ

い
。　

　

65
歳
以
上
の
人
は
、
契
約
医
療
機
関
以
外

で
接
種
さ
れ
て
も
町
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
場
合
は
予
診
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
事
前
に
福
祉
保
健
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

64
歳
以
下
の
人
は
、
契
約
医
療
機
関
以
外

で
接
種
を
さ
れ
る
と
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
瀬
形

　

☎
○内
１
４
３　

○町
39
―
０
０
０
２

・
95
歳
（
大
正
８
年
４
月
２
日
〜
大
正
９
年

４
月
１
日
生
）
の
人

・
1
0
0
歳
（
大
正
３
年
４
月
２
日
〜
大
正

４
年
４
月
１
日
生
）
の
人

・
1
0
0
歳
以
上
（
大
正
３
年
４
月
１
日
以

前
生
）
の
人

※
す
で
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外
で
す
。

■
予
診
票　

予
診
票
は
、
10
月
５
日
か
ら
対

象
者
へ
配
布
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
瀬
形

　

☎
○内
１
４
３　

○町
39
―
０
０
０
２

（成人用肺炎球菌ワ
クチンのみの接種）

（成人用肺炎球菌ワ
クチンのみの接種）

※金額は、医療機関へおたずねください。
　小学生以下の人については、母子手帳を持って医療機関
　へ行きましょう。

（対象者は中学生以上です）
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お話の楽しさを届けたい
たんぽぽホール「おはなし劇場」

　第44回苓北町畜産まつりが９月４日、ＪＡれいほく家畜集
合施設で開催されました。今回出品されたのは肉用牛36頭、
飼料作物21点。いずれも畜産農家が丹精込めて育て上げた素
晴らしい牛でした。
【チャンピオン賞（敬称略）】
　肉用種牛　育成１部　第２３かえ　　　　　［立石剛啓］
　肉用種牛　育成２部　みき　　　　　　　　［山﨑秀典］
　肉用種牛　育成３部　たかこ２　　　　　　［稲尾邦彦］
　肉用種牛　経産の部　たえこ２の１１　　　［田中初雄］
　飼料作物の部　サイレージ（バヒアグラス）［上田末行］

  お話の楽しさ、想像を広げることの素晴らしさを皆さんの
心に届けたいと、町読書活動推進ボランティア“たんぽぽホ
ール（舩越啓子代表）”主催の「おはなし劇場」が８月20
日、志岐集会所で開催されました。夏休みの恒例行事となっ
たこの催しも今年で12回目。大型絵本やブラックシアターな
ど多彩なプログラムが用意され、舞台の幕が開くたびに子ど
もたちの歓声が会場に響きました。なかでも人形劇「さんま
いのおふだ」が上演されると子どもたちは大喜び。スタッフ
がアイデアを出し合い作り上げた人形がお話の世界を演じる
と、会場は子どもたちの笑顔であふれました。

自慢の牛が勢ぞろい
苓北町畜産祭り

　苓北町人権学習会が８月23日、志岐集会所で開催されまし
た。今回の講師は、心理カウンセラー・親業インストラクタ
ーの中本久美さん。中本さんは「心で聴こう子どもの言葉、
心で観よう子どもの姿」という演題で、自身がカウンセリン
グを行った事例を交えながら、子どもを取り巻く環境の変化
やそれに伴い引き起こされるさまざまな問題について話しま
した。またコミュニケーションの方法や、子どもを理解し、
子どもの心が開く対応などについて来場者と対話しながら一
緒になって考えました。会場には、中本さんの話に熱心に聴
き入る学校や保育園関係者などの姿が見られました。

子どものことを考えよう
苓北町人権学習会

▲来場者に気さくに語りかける中本さん

　天草漁業協同組合苓北支所女性部の皆さんが８月29日、富
岡港周辺の清掃を行いました。「漁業は海の環境が良くなけ
ればだめ。みんなで町をきれいに、そして海の環境を良くし
たいですね」と話す同女性部代表の石川みち子さん。石川さ
んは「女性部も今年で37年。これまでアサリ、ヒジキやゴカ
イの養殖などいろいろなことに取り組んできました。価格が
安い魚をどうにかしなければと、イワシやタチウオのみりん
干しなどの特産品開発にも力を入れてがんばってきました。
女性部も今は17人ですが、多いときは130人いたんですよ」
と微笑みながらも、漁業の後継者不足を憂えていました。

町と海をきれいにしましょう
漁協女性部清掃活動

▲清掃を終えて一息つく漁協女性部の皆さん

▲肉用種牛育成２部チャンピオン賞の「みき号」

▲人形劇「さんまいのおふだ」

本の世界を感情豊かに表現
童話発表苓北大会

　海難救助者表彰が８月20日、天草警察署で行われ、８月
15日に苓北沖で座礁した船舶の男性を救助した梅田和馬さん
（内田区）と梅田和也さん（内田区）、寺田直世さん（東京
都）に同署長から感謝状が贈られました。
　同座礁船の救助には、梅田さんら３人の他にも多くの人が
救助に協力されています。ありがとうございました。
　写真は左から、春野慎治天草警察署長、梅田和馬さん、梅
田和也さん、寺田直世さん。

　平成26年度苓北町童話発表大会が９月４日、都呂々小学校
で開催されました。大会には、町内の小学校でそれぞれ選考
された代表２人、計８人が出場。本の世界の主人公や語りべ
になりきって、感情豊かにそれぞれ個性のある発表を行いま
した。
　審査の結果、都呂々小学校６年、松本亜美さんが優秀賞を
受賞。天草地方大会へ苓北町代表として推薦されました。な
お、松本亜美さんは９月６日、天草市で開催された天草地方
大会で優良賞を受賞しています。

海難救助者に感謝状贈呈
天草警察署海難救助者表彰

▲見事な表現力で優秀賞を受賞した松本亜美さん

　西天草ロータリークラブ（吉田修一会長）は９月10日、苓
洋高校生が希望する職に就いて欲しいと、同高校で就職模擬
面接を実施しました。これは、全国のロータリークラブの中
でも同クラブのみが行っている地域社会支援事業の一つで、
今年で11回目の開催。この日は、町内事業所の代表などを務
める会員12人が面接にあたり、質問の受け答えや入退室時の
動作など、細部にわたり指導・助言を行いました。船舶職員
を目指す３年生の瀧本敬吾さんは「先生との面接練習と違い
異様な緊張感があった。この模擬面接を今後に生かして、絶
対に夢を叶えたい」と話しました。

希望の職に就いて欲しい
西天草ロータリークラブ就職模擬面接

▲模擬面接を受ける瀧本敬吾（右）さん

　熊本日日新聞天草西販売センターが主催するロアッソ熊本
小学生サッカー教室in苓北町が８月20日、苓北町農村運動広
場で開催されました。今回の教室は、ロアッソ熊本“火の国
もりあげタイ！”の活動の一環として行われ、同チームのコ
ーチら４人が来町し、子どもたちと一緒に汗を流しました。
　教室には、町内の小学生約70人が参加。ドリブルの練習や
ミニゲームでプロの技を学びました。また、ロアッソ熊本の
マスコット「ロアッソくん」と熊本日日新聞社マスコット
「ぷれすけ」も遊びに来てくれ、子どもたちも大喜びでし
た。

サッカーの技術を学ぶ
ロアッソ熊本小学生サッカー教室

たきもとけい　ご

あ　み
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優勝!! 志岐小ソフト・サッカー部
小学生ソフトボール五和大会

　苓北会長杯争奪天草郡市ハンドボール大会が８月24日、都
呂々小学校体育館と町体育センターで開催されました。大会
には、県内男女トップクラスの24チームが参加。男女ともに
熱戦が繰り広げられました。そのうち男子決勝では、都呂々
中が玉名中に13対12で競り勝ち、10年ぶりの優勝を手にし
ました。また、都呂々中女子は３位と大健闘でした。
　来年度は町内３中学校が統合され苓北中学校となります。
本年度は都呂々中として大会に出場する最後の年。男女とも
に、これからの活躍が期待されます。

　第42回オール天草小学生ソフトボール五和大会が７月12
日・13日、五和町で開催され、志岐小学校ソフト・サッカー
部が優勝しました。大会には、天草２市１町の小学生34チー
ムが出場。そのうち志岐小は魚貫小、本渡東小と並み居る強
豪を降して勝ち進み、決勝戦で天草小と対戦しました。１点
を争う緊迫した戦いとなった決勝戦では、ピッチャーの好投
と堅い守りを見せた志岐小が３－０で相手を降し、優勝の栄
冠に輝きました。試合終了の瞬間、優勝を喜ぶ子どもたちと
応援者の声が会場に響き渡りました。

都呂々中男子優勝 　女子３位
苓北会長杯争奪天草郡市ハンドボール大会苓北町ナイターソフトボール大会

　西天草ロータリークラブ（吉田修一会長）主催の第15回西
天草ロータリーミニバスケットボール大会が８月23日、坂瀬
川小学校体育館で開催されました。大会には、苓北町（志岐
小、都呂々小、坂瀬川小と富岡小は合同チーム）、天草市五
和町と天草町の６チームが参加して熱戦を展開。そのうち志
岐ＭＢＣ（ミニ・バスケット・クラブ）が五和小との決勝戦
を制し、優勝の栄冠を手にしました。会場には大勢の応援者
が訪れ、子どもたちのがんばりに大きな声援を送っていまし
た。

志岐ＭＢＣに栄冠
西天草ロータリーミニバスケットボール大会

▲志岐ＭＢＣの皆さん

　60歳以上で構成されたチームで優勝を争う、れいほくシニ
アサッカーフェスティバル2014が８月23日・24日の両日、
坂瀬川地区総合グラウンドで開催されました。大会には、県
内３チーム、鹿児島県と宮崎県からそれぞれ１チームずつ合
計５チームが参加。残暑が厳しい中、参加した皆さんは年齢
を全く感じさせないはつらつとしたプレーでサッカーを楽し
みました。
■大会結果　優　勝　鹿児島元老ＦＣ
　　　　　　準優勝　都城ヤングマンゴールド

生涯現役！Enjoyサッカー
れいほくシニアサッカーフェスティバル

▲ゴール前でボールを争う選手たち

▲シュートを放つ都呂々中

▲志岐小ソフト・サッカー部の皆さん

バレーボールの技術を学ぶ
熊本信愛女学院バレーボール教室

苓北勢の活躍光る
中学生ソフトテニス大会

　第42回苓北町ナイターソフトボール大会が９月２日から12
日にかけて、農村運動広場で開催されました。大会には、職
場や地域の仲間などで構成する11チームが参加。初秋の夜風
の中、熱戦が展開されました。結果は、昨年準優勝のＴＲＦ
が３連覇を狙う苓北フレンズを降し、初優勝に輝きました。
　本大会は、毎年この時期に開催されている恒例のスポーツ
大会です。参加した選手の皆さんは、爽やかな秋風をあびな
がらソフトボールを楽しんでいました。
【大会結果】　優　勝　ＴＲＦ
　　　　　　　準優勝　苓北フレンズ

　苓北町バレーボール協会は９月７日、バレーボールの普及
と競技力の向上を図ることを目的に、苓北町体育センターで
バレーボール教室を開催しました。今回バレーボールの指導
にあたったのは、熊本信愛女学院高等学校バレーボール部の
皆さん33人。同高校は、今夏の全国高校総合体育大会で準優
勝した県下屈指の強豪校。会場には、全国レベルの技を学ぼ
うと町内小学生や町内外の中学生が集い、高校生と一緒に汗
を流しました。また会場には、練習の方法や指導方法を熱心
に学ぶ学校や地域の指導者の姿もありました。

ＴＲＦが初の栄冠!!

▲ＴＲＦの皆さん

▲バレーボールを楽しむ苓北町の小学生

▲女子団体３位の苓北・坂瀬川中合同チーム

▲左から髙岡くん、溝上くん、金子くん、横山くん、田﨑さん

　坂瀬川中、苓北中の両校男女ソフトテニス部が、新人戦
大会などで好成績を収めています。両部は来年度の統合を
見据え、昨年度から合同で練習や大会に参加。互いに切磋
琢磨しながら技術や戦術を身につけています。

【大会結果】
○中学団体対抗新人ソフトテニス下益城大会（女子の部）
　■開催日　８月17日、23日
　■場　所　美里町カントリーパークテニスコート
　■成　績　３位　苓北・坂瀬川中合同チーム
　　
○第３回天草郡市中学生ソフトテニスシングルス大会
　■開催日　８月30日
　■場　所　上天草市松島総合運動公園テニスコート
　■成　績　※敬称略
　（男子２年の部）　優　勝　苓　北　中　髙岡昂矢
　　　　　　　　　　準優勝　坂瀬川中　溝上　和
　　　　　　　　　　３　位　坂瀬川中　金子翔太
　（男子１年の部）　３　位　苓　北　中　横山慶人
　（女子１年の部）　３　位　苓　北　中　田﨑結衣

こう　や

しょうた

けい　と

ゆ　い

いずみ

エンジョイ
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鈴
木
重
辰
と
戸
田
氏

鈴
木
重
辰

　

鈴
木
重
成
の
養
子
で
あ
っ
た
重
辰
は
、
承

応
３
年
（
１
６
５
４
年
）
３
月
９
日
に
、
天

草
の
代
官
職
を
継
ぎ
ま
し
た
。
重
成
は
、
前

年
10
月
15
日
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
約
５
カ

月
を
経
て
の
任
命
で
し
た
。
重
辰
は
、
明
暦

元
年
（
１
６
５
５
年
）
６
月
に
富
岡
に
赴
任

し
て
、
重
成
と
同
じ
下
船
津
の
代
官
役
宅
に

入
り
ま
し
た
。

重
辰
の
業
績

 

最
大
の
業
績
は
、
重
成
が
終
世
の
願
望
で

あ
っ
た
再
検
地
を
、
万
治
２
年
（
１
６
５
９

年
）
に
実
施
で
き
た
こ
と
で
す
。
重
辰
も
懸

命
の
努
力
を
続
け
ま
し
た
の
で
、
幕
府
も
父

子
の
願
い
を
聞
き
入
れ
た
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
寺
沢
時
代
以
来
の
従
来
の
４
万
２

千
石
の
石
高
が
半
減
さ
れ
て
、
２
万
１
千
石

に
な
り
ま
し
た
。

寺
社
へ
の
帰
依
を
計
る

　

儒
学
者
の
森
碩
哉
は
、
寛
文
２
年
（
１
６

６
２
年
）
に
重
辰
の
勧
め
で
、
京
都
か
ら
天

草
へ
下
向
し
ま
し
た
。
代
官
宅
で
は
、
森
に

よ
る
儒
教
の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
領
民
に
対
し
て
、
神
棚
と
仏
壇
を
玄
関
口

か
ら
目
通
し
の
良
い
場
所
に
置
く
様
に
指
導

し
ま
し
た
。
こ
の
事
で
、
客
人
は
神
棚
と
仏

壇
に
お
参
り
し
た
後
で
、
家
人
に
挨
拶
す
る

習
慣
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
精
神
は
、
富
岡

の
城
下
町
な
ど
で
永
く
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
森
は
後
に
、
栖
本
諏
訪
宮
の
神
官
に
な

り
ま
し
た
。

退
任

　

寛
文
４
年
（
１
６
６
４
年
）
に
、
京
都
代

官
を
任
命
さ
れ
て
江
戸
へ
引
き
上
げ
ま
し

た
。
こ
の
後
、
天
草
は
三
河
国
渥
美
郡
田
原

領
主
の
戸
田
忠
治
（
の
ち
忠
昌
）
の
所
領
に

な
り
、
天
草
の
第
一
次
天
領
は
23
年
間
で
終

わ
り
を
告
げ
ま
し
た
。

鈴
木
神
社
へ
の
合
祀

　

天
明
７
年
（
１
７
８
７
年
）
に
、
重
辰

は
、
実
父
の
正
三
と
共
に
重
成
を
祀
る
鈴
木

神
社
に
合
祀
さ
れ
ま
し
た
。

〔
詳
〕　

重
辰
に
つ
い
て
…
正
三
の
子
で
、
叔
父
（
重

成
）
の
養
子
に
な
り
ま
し
た
。
天
草
・
島
原

の
乱
で
は
、
重
成
と
共
に
原
城
に
出
陣
し
て

い
ま
す
。

全
国
的
に
名
前
が
知
ら
れ
る
三
人
の
代
官

・
韮
山
（
静
岡
田
方
郡
）
代
官
の
江
川
太
郎

　

左
衛
門
英
龍

・
駿
河
（
静
岡
中
央
部
）
代
官
の
古
郡
孫
大

　

夫
重
政

・
天
草
代
官
の
鈴
木
重
成

※
江
川
家
で
は
、
代
々
の
当
主
が
「
太
郎
左

衛
門
」
を
名
乗
り
ま
し
た
。
36
代
の
英
龍

は
、
享
和
元
年
（
１
８
０
１
年
）
生
ま
れ

で
、
「
世
直
し
大
明
神
」
と
敬
愛
さ
れ
ま

し
た
。
二
宮
尊
徳
を
招
い
て
農
地
改
良
を

行
い
、
嘉
永
年
間
（
１
８
４
８
年
〜
１
８

５
４
年
）
に
技
術
が
伝
わ
っ
た
種
痘
の
接

種
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。
地
方
役

人
で
し
た
が
、
近
代
的
な
沿
岸
防
備
に
強

い
関
心
を
抱
き
、
反
射
炉
を
築
い
て
、
日

本
に
西
洋
砲
術
を
普
及
さ
せ
ま
し
た
。
最

後
は
、
幕
府
の
勘
定
吟
味
役
に
昇
進
し
て

い
ま
す
。

※
古
郡
家
で
は
、
代
々
の
当
主
が
「
孫
大

夫
」
を
名
乗
り
ま
し
た
。
重
政
は
、
加
島

平
野
を
富
士
川
の
洪
水
か
ら
守
る
た
め

に
、
親
の
重
高
か
ら
始
ま
っ
た
雁
堤
（
堤

防
）
の
築
造
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。
こ

の
事
業
は
子
の
重
年
に
も
引
き
継
が
れ

て
、
60
年
近
く
か
け
て
、
長
さ
２・７
㎞

の
堤
防
が
延
宝
２
年
（
１
６
７
４
年
）
に

完
成
し
ま
し
た
。
親
子
三
代
に
及
ぶ
大
事

業
で
し
た
。
雁
堤
は
、
曲
が
り
を
持
っ
た

堤
防
の
線
形
が
、
群
れ
を
な
し
て
飛
ぶ
雁

の
姿
に
似
て
い
る
か
ら
と
さ
れ
ま
す
。

天
草
は
戸
田
忠
治
の
領
土
に

　

戸
田
伊
賀
守
忠
治
（
の
ち
忠
昌
）
は
、
寛

文
４
年
５
月
９
日
に
、
三
河
国
渥
美
郡
田
原

か
ら
天
草
へ
転
封
を
命
ぜ
ら
れ
、
７
月
18
日

に
富
岡
城
に
入
城
し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
家

老
戸
田
彦
左
衛
門
ら
が
忠
治
に
従
い
ま
し

た
。
こ
の
日
、
上
使
（
幕
府
か
ら
大
名
に
上

位
伝
達
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
使
者
）
の
三

好
備
前
守
と
大
久
保
甚
右
衛
門
が
到
着
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
肥
後
藩
は
鈴
木
重
成

以
来
の
富
岡
在
番
を
解
か
れ
て
、
藩
主
細
川

綱
利
は
、
在
番
の
引
き
上
げ
を
命
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
城
引
き
渡
し
の
た
め
に
家
老

の
有
吉
内
膳
貞
之
を
富
岡
へ
派
遣
し
ま
し

た
。
上
使
は
有
吉
よ
り
城
を
請
け
取
り
、
戸

田
氏
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　

肥
後
藩
は
、
引
き
上
げ
に
際
し
て
、
富
岡

囲
米
（
貯
蔵
米
）
の
残
り
百
石
を
救
米
（
支

給
米
）
と
し
て
、
綱
利
よ
り
富
岡
町
へ
下
付

し
ま
し
た
。
こ
の
囲
米
は
、
町
の
総
人
数
に

割
り
当
て
て
、
一
人
あ
た
り
６
升
２
合
ず
つ

配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
18
日
よ
り
９
月
３
日
ま
で
に
、

近
国
諸
国
か
ら
総
計
３
０
１
人
に
及
ぶ
祝
詞

の
使
者
が
や
っ
て
来
て
、
富
岡
城
下
は
俄
か

に
活
気
を
呈
し
ま
し
た
。
戸
田
忠
治
が
天
草

に
転
封
さ
れ
た
の
を
祝
い
、
九
州
の
諸
大
名

ら
は
使
者
を
派
遣
し
た
の
で
す
。
細
川
氏
か

ら
は
60
人
で
し
た
。
戸
田
忠
治
の
天
草
赴
任

は
、
祝
賀
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
の
で
す
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
30
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

■秋の香りごはんの作り方
①ごはんは、ふつうに炊く。
②油揚げと戻した干しいたけは小さく切り、しいたけの戻
し汁50㏄くらいと調味料で水分がなくなるまで煮る。

③さつまいもは1.5㎝角に切り、水に漬けてからざるにあ
げて水気をよく切り、180℃の油でカラッと揚げる。

④枝豆は塩ゆでして、ザルにあげておく。
⑤ごまは煎って、切りごまにする。
⑥炊きあがったごはんに、具材を全て入れて混ぜ合わせ
る。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「栄養のバランスよく食べよう」

秋の香りごはん
（10月10日の献立）
秋の香りごはん
（10月10日の献立）

　人が生きていくために必要な栄養素は、“エネルギーに
なる栄養素”“体をつくる栄養素”“体の調子を整える栄養
素”の３つに大きく分けることができ、赤・黄・緑の食品
などと言われます。
　これらは、相互に関係しあって働くので、このうちのど
れが多すぎても、少なすぎても体調が悪くなったり、病気
になりやすくなったりします。
　毎日の食事に、主食・主菜・副菜を揃えることで、それ
ぞれの食品をバランスよく摂ってほしいと思います。

10月の目標

今月のちょっと一言

　子育て支援センターでは、家庭でできる
省エネや環境にやさしいEM菌の使い方な
どの勉強会をしました。みんなに聞いてみ
たい事をさりげなく話してスッキリした
り、ちょっとしたヒントが小さなつぶやき
の中にあったりして、会話（おしゃべり）
がとても役にたっているような気がしま
す。
　支援センターってどんなところ？と思っ
たら、見学だけでもいいですので、お散歩
がてら遠慮なくお立ち寄りください。

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

都
呂
々
保
育
園
の
お
と
も
だ
ち

☆食生活のポイントは？
１．旬の食材を使い味付けはシンプルに
２．食材は「硬め｣｢大きめ｣に調理
３．食事はたとえやわらかくても根気よく噛むしつけを

☆なぜかしこく育つのか？
・あごを使ってよく噛むことでこめかみが動く
              ↓
・おでこがせり出し前頭葉が発達する
              ↓
・自分で考え工夫できる頭につながる
　　　「毎日の食事」よく噛んで食べましょう。

■材料名（子ども４人分）
　米…………………２合
　干しいたけ………４ｇ
　油揚げ……………20ｇ
　三温糖……………小さじ１
　しょうゆ…………大さじ１
　酒…………………小さじ１

　さつまいも………120ｇ
　揚げ油……………適宜
　枝豆（むきみ）……15ｇ
　ごま………………大さじ１

■開設日時
　平日は毎日開設
　午前９時30分から午後３時まで
■開設場所および問い合わせ先
　新ふれあい館（社会福祉協議会）
　☎35－1270

一緒に作ろ！ にぎやかなお昼ご飯

し
げ
と
き

じ
ょ
う

お
う

め
い
れ
き

し
も
ふ
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づ

ま
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じ
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え
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か
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あ
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た  

は
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だ  

た
だ
は
る　
　
　
　
　
　

た
だ
ま
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め
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や
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ふ
る
ご
お
り
ま
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だ

ゆ
う
し
げ
ま
さ

き
ょ
う
わ

に
の
み
や
そ
ん
と
く

か  

え
い

し
ゅ
と
う

は
ん
し
ゃ 

ろ

か 

し
ま

か
り
が
ね
つ
づ
み

え
ん
ぽ
う

か
り

じ
ょ
う
し

ほ
そ
か
わ

つ
な
と
し

か
こ
い
ま
い

き
ゆ
う
ま
い

か　

ふ

し
ゅ
く
し

鈴木重成、正三、重辰を祀る鈴木神社
（天草市本町）

「よく噛む食事で、かしこく育つ！」
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俳
壇

な
ぎ
さ
句
会

こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。 楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

園 児 の作 品
富
岡
小
学
校
２
年

「
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
行
っ
た
こ
と
」　

夏
休
み
、
く
ま
本
の
ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
行
き
ま
し
た
。
は
じ
め
て
行
き
ま

し
た
。
お
母
さ
ん
の
友
だ
ち
の
か
ぞ
く
と
、
ぼ
く
と
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
、

お
母
さ
ん
で
行
き
ま
し
た
。
車
で
行
っ
て
い
る
と
き
、
（
ど
ん
な
ど
う
ぶ
つ

が
い
る
か
な
）
と
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

　

ど
う
ぶ
つ
え
ん
に
入
る
と
す
ぐ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
い
ま
し
た
。
（
こ
ん

な
色
の
サ
ル
が
い
る
ん
だ
）
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
ば
ん
す
ご
か
っ
た
の
は
ラ
イ
オ
ン
で
す
。
し
い
く
い
ん
さ
ん
が
、
エ
サ

の
肉
を
や
る
と
、
さ
く
に
つ
か
ま
っ
て
、
肉
に
む
か
っ
て
と
ん
で
い
ま
し

た
。
肉
を
と
っ
て
、
下
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
ラ
イ
オ
ン
に
、
「
す

ご
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
人
も
、
「
ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
る
な
あ
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ウ
モ
リ
や
ペ
ン
ギ
ン
、
ア
ザ
ラ
シ
も
見
ま
し
た
。
見
る
だ
け
で
な
く
、

さ
わ
っ
た
り
、
ど
う
ぶ
つ
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
て
た
の
し
か
っ

た
で
す
。

　

内
田
区
に
お
住
ま
い
の
本
多
正
雄
さ
ん
宅
で
ア
オ
ノ

リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
が
開
花
し
ま
し
た
。
ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ

ゼ
ツ
ラ
ン
は
一
生
に
一
度
だ
け
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
後

は
枯
れ
て
し
ま
う
と
い
う
神
秘
の
植
物
で
、
日
本
で
は

数
十
年
で
開
花
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
リ
ュ

ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
は
今
年
86
歳
に
な
る
正
雄
さ
ん
が
生
ま
れ

る
前
か
ら
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
も
し
か
す
る

と
１
０
０
年
近
く
本
多
家
を
見
守
っ
て
い
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

左
の
写
真
は
８
月
５
日
に
撮
影
し
た
も
の
で
、
残
念

な
が
ら
台
風
の
影
響
で
傾
い
て
い
ま
す
が
、
花
が
咲
い

た
頃
は
天
に
向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
て
い
た
そ
う

で
す
。

　十五夜にちなんでお月見会をしました。歌を歌ったり、パネルシアターのお話を見
たり、またメインの綱引きでは大いに盛り上がり、楽しいお月見会となりました。

都呂々保育園
うさぎ・ぱんだ・ぞうぐみのおともだち

田 

平　

琥 

珀 

く
ん

こ   

は 

く

た   

ひ 

ら

『みんなでお月見会！！』
『みんなでお月見会！！』

お月見会、楽しかったよ(^o^)v

都呂々中学校　３年生

●クラスの自慢
　みんな明るく元気で笑顔
が絶えない所が自慢です。
８人という少ない人数でも
楽しいこのクラスが大好き
です。

●クラスから先生へ
　いつも私たちを大切にし
ていただきありがとうござ
います。面白く、時に厳し
く叱ってくださる中嶋先
生、卒業までよろしくお願
いします。

●先生からクラスへ
　皆さんは受験生ですし、
都呂々中最後の卒業生にな
ります。勉強や学校行事な
どに精一杯取り組み、充実
した最高の１年にしましょ
う。

クラス人数 ： 男子４人　女子４人　計８人　
担　任：中嶋太一 先生

『　有終の美を飾ろう　』

天に伸びるアオノリュウゼツラン
アオノリュウゼツランの花

神
秘
の
植
物
　

ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
開
花



　大正15年、富岡三丁目、尾﨑家の長男として生まれ育
つ、高等科(当時15歳)を卒業後、北天草電気(現在の九州電
力)に入社する。入社から５年後の昭和20年、隆興さんの
元にも、召集令状が届いた。通信兵として入隊(熊本市)し
た。幸運にも、命を落とすこともなく終戦をむかえ、再び
北天草電気に勤務した。戦後の復興で電気は発展の要とな
り、そして、ハイスピードで進化し続けてきた電気業界。
そのスピードに対応していくため、社員にも日々の進化が
求められた。隆興さんは電気工事士などの資格取得をはじ
め、さまざまな講習や研修を受け常に新しい技術を習得す
る毎日だった。
　さて、激務の日々の中にも、隆興さんにとってすばらし
い出会いが待ち受けていた。それは、電気関連の別会社に
勤める勝子さんとの出会いだった。ひと目見た瞬間、隆興
さんのハートは、100万ボルトに達した。その出会いから
半年後の、昭和28年、勝子さんを生涯の伴侶に迎えた。
３人の子供にも恵まれ、家族を連れての転勤生活だった。
「台風で電線が切れ停電した時、あの風雨の中、よく電柱
に登りました」と隆興さんは当時を懐かしんだ。定年後
は、区長や老人クラブの会長なども引き受け地域のお世話
役として奮闘した。また、定年後の夢だった「庭作り」が
叶った。今年米寿となった隆興さんの人生の年輪が刻まれ
たように、尾﨑家の庭もまた、その年月とともに深みが増
し、煩雑な日常を忘れさせてくれるような、心穏やかな和
の空間が広がる。庭木が枝を広げ日陰を作り、縁側の二人
に心地よい風を届けた。
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10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
〝
赤
い
羽

根
共
同
募
金
〞
が
始
ま
り
ま
す
。

《
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
》

　

本
年
度
も
、
戸
別
募
金
・
法
人
募
金
・
職

域
募
金
な
ど
実
施
の
予
定
で
す
。
今
年
度
の

目
標
額
は
、
1
，6
0
5
，0
0
0
円
で
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
共
同
募
金
地
域
配
分
金

は
、
1
，2
2
9
，2
9
5
円
で
し
た
。
地
域

配
分
金
は
、
地
域
の
福
祉
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
ご
協
力
と
、
や
さ
し
い
心
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

      

熊
本
県
共
同
募
金
会
苓
北
町
分
会

　
　
　
　
　

（
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

相
談
を
ご
希
望
の
人
は
、
10
月
14
日（
火
）

ま
で
に
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
17
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

■
場
所　

苓
北
町
新
ふ
れ
あ
い
館

　
　
　

（
苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

■
相
談
料　

無
料

■
相
談
員　

弁
護
士

※
相
談
時
間
に
は
制
限（
１
件　

約
30
分
）が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
一
部
の
相
談
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
所
を

　
　
　
　
開
設
し
ま
す
！

心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー

『
無
料
』で
お
譲
り
し
ま
す
。

　

◎
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
・
・
・
１
台

　

◎
ラ
ン
ド
セ
ル
・
・
・
・
・
・
１
個

　

ご
希
望
の
人
は
、
10
月
９
日（
木
）ま
で

に
社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。　
　

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
10
月
10
日

（
金
）午
前
９
時
か
ら
抽
選
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
ま
ち
の

よ
く
す
る
し
く
み

知恵袋
おじいちゃん

の

（大正15年5月17日生まれ）満88歳　富岡元袋区在住

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　焼酎のお湯割りと鯛の刺身、カレーと鰻が大好きです。
また、辛いものより甘いものが好きで特に羊羹と下駄菓
子は大好物です。

　　好みの女性のタイプは？
　今の母ちゃん(妻の勝子さん)が一番よかです。

　　もし生まれ変わったら？
　今のまんまでよかですよ。やっぱし、サラリーマンがよ
かですね。生まれ変わっても今までと同じ人生を歩きた
いです。

　　長生きの秘訣は？
　自分の好きなもんば食べること
と、早寝(夕方６時30分)、早起
き(朝４時)です。庭作りが趣味
で毎日庭の手入れをするのが、
楽しみです。作業が一段落すれ
ば、休憩します。横になるとす
ぐに熟睡できるので、短い休憩
時間でも、疲労回復が早いで
す。一日の終わりに日誌を記入
しています。毎日したことを書
きたいので、日誌に書けるよう
日課をこなしています。　

ひ けつ

***庭作り名人!!隆興の
「なるほど！ザ！剪定」***
　「桜切る馬鹿、梅切らぬ馬鹿」そんな言葉
があります。桜は上手に剪定しないと、そこ
から枯れてしまうのに対して、梅は剪定しな
いと、枝がからみ合って花実の付きが悪い
と聞いたことがあります。普通、成長が遅い
冬場にやるのがいいそうですが、我が家の
梅は、実を収穫した後に剪定しています。思
いっきり切っても大丈夫です。

尾 﨑　隆 興さん

お たか おきざき

■受験資格　次の条件を全て満たす人
①昭和49年４月２日から平８年４月１日までに生まれ
た人で、心身ともに健康で福祉に関心があり、簡単
なパソコン操作（文書・計算）ができる人
②苓北町内に住所を有する人または採用後に苓北町内
に居住できる人
■受付期間
　10月10日（金）から10月24日（金）までの午前８時30分か
ら午後５時まで（土・日曜は除く）。郵送の場合は、10月
24日（金）の消印があるものまで受け付けます。
■試験日時および場所
・第１次試験
　【日時】平成26年11月9日（日） 午前8時30分

苓北町社会福祉協議会
職員採用試験を実施します

社会福祉協議会

隆興さん27歳、勝子さん22歳隆興さん27歳、勝子さん22歳

■職種・採用予定数など
区　分 職　　種 採用予定人数 勤務先・勤務内容

高等学校
卒業程度

福祉活動専門員
兼一般事務 1人程度

苓北町社会福祉協議
会事務局に勤務し、福
祉活動専門員および
一般事務に従事する

　【場所】苓北町新ふれあい館
・第２次試験は、第１次試験合格者に通知します。
■試験案内・申込用紙の請求
　苓北町社会福祉協議会へ直接取りに来てください。
郵送で請求する場合は、封筒の表に、「苓北町社会福
祉協議会職員採用試験申込請求」と朱書きし、140円
切手を貼った宛先明記の返信用封筒（角形２号）を同封
の上請求してください。
■申込手続
　必要事項を記入し、苓北町社会福祉協議会へ持参し
てください。郵送する場合は、封筒の表に「苓北町社
会福祉協議会職員採用試験申込書」と朱書きし、必ず
「簡易書留郵便」で送付してください。　   

「ハートは100万ボルトに達し‥‥‥!!」
No.162

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

問問
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熊
本
県
行
政
書
士
会
で
は
10
月
を
「
行
政

書
士
制
度
広
報
月
間
」
と
定
め
、
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

○
相
談
内
容

　

各
種
許
認
可
・
登
録
、
法
人
設
立
、
遺

言
・
相
続
、
契
約
書
の
作
成
な
ど

【
電
話
無
料
相
談
】

■
日
時　

10
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
電
話
番
号

　

☎
０
９
６
―
３
８
５
―
７
３
０
１

【
街
頭
無
料
相
談
会
】

■
日
時　

10
月
15
日（
水
）・
16
日（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所

　

熊
本
交
通
セ
ン
タ
ー
地
下
プ
ラ
ザ
コ
ー
ト

　

（
熊
本
市
中
央
区
桜
町
３
番
10
号
）

■
問
い
合
わ
せ
先　

熊
本
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
９
６
―
３
８
５
―
７
３
０
０

ご
存
じ
で
す
か
？

10
月
は
土
地
月
間
で
す企

画
政
策
課

天
草
准
看
護
高
等
専
修
学
校

生
徒
募
集天

草
准
看
護
高
等
専
修
学
校

労
使
紛
争
の
解
決
に「
あ
っ
せ
ん
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い熊

本
県
労
働
委
員
会

も
の
づ
く
り
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

熊
本
県
人
材
育
成
課

　

10
月
１
日
は
十
と
一
『
土
』
で
土
地
の
日

で
す
。
土
地
基
本
法
で
は
、
土
地
に
つ
い
て

の
４
つ
の
「
基
本
理
念
」
を
定
め
て
い
ま

す
。

１
．
公
共
の
福
祉
が
優
先
し
ま
す
。

２
．
計
画
に
従
っ
た
適
正
な
利
用
が
大
切
で

　
　

す
。

３
．
投
機
的
な
土
地
取
引
は
い
け
ま
せ
ん
。

４
．
利
益
に
応
じ
た
適
切
な
負
担
が
求
め
ら

　
　

れ
ま
す
。

　

土
地
の
有
効
利
用
を
町
民
皆
さ
ん
で
考
え

ま
し
ょ
う
。

『
一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
、
届

出
が
必
要
で
す
』

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
な
ど
し

た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取
得
者（
買

主
）が
届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
届
出
の
必
要
な
取
引 

売
買
、
交
換
、

売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
な
ど

○
届
出
の
必
要
な
土
地
の
面
積

　

届
出
対
象
面
積
：
１
０
，０
０
０
㎡
以
上

○
届
出
期
限 

　

契
約（
予
約
を
含
む
）締
結
日
か
ら
２

週
間
以
内（
締
結
日
を
含
み
ま
す
）

○
届
出
窓
口　

役
場
企
画
政
策
課

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
川
原

　

☎
○内
２
１
２　

○町
39
―
０
０
０
４

【
社
会
人
入
試
】

■
募
集
人
数　

18
人
程
度

■
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し
た
満
25
歳

以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

で
、
合
格
し
た
場
合
は
必
ず
本
校
へ
入
学

す
る
人

■
試
験
科
目　

国
語
、
作
文
、
面
接

■
願
書
受
付　

10
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

〜
10
月
21
日（
火
）必
着

■
試
験
日　

10
月
28
日（
火
）

【
一
般
入
試
】

■
募
集
人
数　

18
人
程
度

■
受
験
資
格　

中
学
校
を
卒
業
し
た
人

■
試
験
科
目　

国
語
、
数
学
、
面
接

■
願
書
受
付　

11
月
4
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

〜
11
月
18
日（
火
）必
着

■
試
験
日　

11
月
25
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

天
草
准
看
護
高
等
専
修
学
校

　

☎
22
―
２
３
０
９

　

県
労
働
委
員
会
は
、
解
雇
や
労
働
条
件
の

変
更
な
ど
、
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
に
起

き
た
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
自
主
解
決
が
難
し

い
場
合
に
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
お
手

伝
い
す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
手
続
き
は
簡
単
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
、

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
、
事
業
主

の
ど
ち
ら
か
ら
も
申
請
で
き
、
正
規
社
員
に

限
ら
ず
パ
ー
ト
従
業
員
や
派
遣
社
員
の
人
な

ど
も
利
用
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
７
５
３

　

中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
天
草
工
業
高
校

の
生
徒
た
ち
が
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
も
の
づ
く

り
を
教
え
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

天
草
工
業
高
校
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）

      　
　

正
午
〜
午
後
３
時

■
場
所　

天
草
工
業
高
校

■
内
容

・
ソ
ー
ラ
ー
キ
ッ
ト
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト
製

作（
機
械
科
）

・
ダ
イ
ナ
モ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
製
作（
電
気

科
）

・
遠
心
ス
イ
ッ
チ
光
る
オ
ル
ゴ
ー
ル
ご
ま
の

製
作（
情
報
技
術
科
）

・
木
工
作
品
製
作（
土
木
科
）

■
定
員　

各
コ
ー
ス
10
人

■
参
加
費　

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
立
天
草
工
業
高
校

　

☎
23
―
２
３
３
０　

「
行
政
書
士
制
度
広
報
月
間
」を

実
施
し
ま
す

熊
本
県
行
政
書
士
会

熊本県生活衛生営業指導センター

「経営相談室」〈生衛業〉を開設します

　生活衛生関係営業者の経営の見直し、税務関係、店
舗改装などの資金調達など、経営全般についての相談
指導を目的に「経営相談室」を開設します。相談に
は、専門相談員（中小企業診断士・経営指導員）が対
応します。相談内容や企業秘密は固く守られますの
で、一人で考え悩むより、お気軽にご相談ください。
■日　時　10月６日（月）
　　　　　午前10時～午後３時
■場　所　天草保健所
■相談内容
【経営相談】
・店舗の新築、改装計画、什器備品機械設備…
・資金繰り、売上げ計画などその他経営全般
【融資相談】
・生活衛生融資〈日本政策金融公庫〉の利用方法と手続
【税務相談】
・所得税、消費税、帳簿記帳申告の相談など
■問い合わせ先
　熊本県生活衛生営業指導センター
　☎０９６－３６２－３０６１

熊本県福祉のまちづくり室

ハートフルパス
障がい者等優先駐車場が始まりました

　これまでのハートフルパス（障がい者等用駐車
場）に加え、９月から新たに「障がい者等優先駐車
場（青色案内表示）」の取り組みが始まりました。
　歩行が困難などのためにハートフルパス（駐車場
利用証）をお持ちの人への優先スペースです。皆さ
まの思いやり、譲り合いをお願いします。
■問い合わせ先　熊本県福祉のまちづくり室
　　　　　　　　☎０９６－３３３－２２０２

これが障がい者
等優先駐車場の
案内表示です

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

調理員（見習い可）

ホテルフロント（日勤のみ）

一般ゴミ収集、運搬

生活支援員（介護職）

准看護師または正看護師

農作業員
建築大工見習い
開発スタッフ
縫製（ボタン付け・ボタン穴かがり）

縫製（パーツアイロン）

正看護師
准看護師

3138641

3139941

3125841

3117241

3118541
3066641
3086341
3094841

2981641

2982941
3025141
3026041

苓北町

〃

〃

〃

〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

40歳以下

不問

不問

40歳以下

40歳以下
不問
不問
不問

不問

不問
不問
不問

150,000～280,000

130,000～220,000

138,000～138,000

140,000～199,100

140,000～199,100
150,000～162,500
130,000～176,000
130,000～170,000

116,864～132,000

116,864～132,000
195,000～215,000
159,000～174,000

正看護師
土木作業員
農作業員
看護助手
准看護師
作業療法士または理学療法士

ケアワーカー（介護職）

社会福祉主事
理学療法士
介護支援専門員（ケアマネージャー）

言語聴覚士
介護職員
理学療法士または作業療法士

ケアワーカー（介護）

3030741
2964741
2893641
2845941
2846141

2857841

2804041
2807241
2808541

2809441
2811941
2770441

2776341

2743841

苓北町
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃
〃

〃
〃
〃

〃

〃

1

1

3

2

3
3
1
1

1

1
2
2

2
1
2
2
2

1

1
1
1

1
1
2

2

1

不問
不問
45歳以下
不問
不問

不問

不問
不問
不問

不問
不問
不問

不問

不問

175,000～185,000
150,000～200,000
140,000～140,000
124,000～130,000
150,500～153,000

185,000～190,000

141,000～153,000
142,200～154,200
213,000～223,000

158,000～173,000
213,000～223,000
133,000～188,000

205,000～305,000

141,000～153,000

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 ９月８日現在



国民年金からのお知らせ

・申請者、申請者の配偶者、世帯主のいずれかの人が、
前年所得について申告していないか、所得金額が57万
円以下（収入金額が122万円以下）の場合は、免除申
請書とともに「所得の申立書」の添付が必要になりま
す。所得の申立書の添付がないときは、審査・承認の
決定までに時間を要することとなりますので、該当す
る人はご注意ください。
・学生特例制度を受けようとする人で、前年所得につい
て申告していないか、所得金額が118万円以下（収入
金額が194万４千円以下）の場合も「所得の申立書」
の添付が必要です。
・「免除申請書」および「所得の申立書」は、役場窓口
および各出張所に備え付けてありますので、申請され
る人はお気軽にご相談ください。

【付加年金】
　国民年金の定額保険料（15,250円／月）のほかに付加
保険料（400円／月）を納めたときは、次の式で計算し
た額が老齢基礎年金に加算されます。
　付加年金額＝200円×付加保険料納付月数
　（例）40歳から20年間納め続けると付加保険料は、

400円×240月（12月×20年）＝96,000円
　　 　 受け取る付加年金額は、月額200円×240月（納

めた月数）＝年間48,000円
　付加保険料は任意で加入したときから納めることがで
きます。ただし、農業者年金に加入している人は、必ず
納めることになっています。

　また、国民年金基金に加入した人は、付加保険料
は納めることができません。
【国民年金基金】
　国民年金の定額保険料（15,250円／月）のほか
に、上乗せ部分の掛金を納めると、加入口数に応じ
た年金額を受け取れます。掛金は、年齢、男女の
別、加入の型、加入口数で異なり、国民年金への上
乗せ額が自由に設定できます。早めに加入した方が
毎月の掛金が安くなります。
　（例）男性A型１口目の場合 

　基金掛金は全額社会保険料控除の対象となり、所
得税や住民税が軽減されお得です。また、受給する
年金は公的年金等控除が適用されます。
　ただし、国民年金保険料の免除や猶予を受けてい
る人、農業者年金に加入している人は国民年金基金
には加入できません。
　加入は自由にできますが、いったん加入すると、
自分の都合で脱退および中途解約することはできま
せん。
■国民年金保険料の免除申請方法の一部変更および
付加年金に関する問い合わせ先
　役場税務住民課　担当／小林
　☎○内106　○町39－0002

■国民年金基金に関する問い合わせ先
　熊本県国民年金基金
　☎０１２０－６５－４１９２

加入時年齢

30歳0ヵ月

40歳0ヵ月

50歳0ヵ月

掛　　金

10,170円㈪

12,405円㈪

17,940円㈪

年間の基金年金額（月額）

240,000円（20,000円）

180,000円（15,000円）

120,000円（10,000円）

平成26年10月１日から国民年金保険
料の免除申請をされる際の申請方法が

一部変更となります

 国民年金の２つの上乗せ制度
付加年金と国民年金基金

国民年金
（老齢基礎年金）+

ローゴ ヨ　イ　ク　ニ

2223

■
講
習
日
時　

11
月
26
日（
水
）

　

（
給
油
取
扱
所
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

　

（
そ
の
他
一
般
取
扱
所
な
ど
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

■
場
所　

天
草
市
民
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

１
２
０
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

■
受
付
期
間

　

10
月
20
日（
月
）〜
10
月
31
日（
金
）

　

申
込
書
は
、
天
草
広
域
連
合
消
防
本
部
お

よ
び
各
消
防
署
・
分
署
に
あ
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
熊
本
県
危
険
物

安
全
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
本
部
予
防
課　

☎
22
―
３
３
０
５

　

10
月
下
旬
に
予
定
し
て
い
た
町
内
同
級
生

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
は
、
体
育
セ
ン
タ
ー
の
耐

震
改
修
等
工
事
の
た
め
中
止
し
ま
す
。

　

次
回
大
会
は
４
月
下
旬
開
催
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
改
め
て
町
広
報
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
会
事
務
局

　

吉
田
美
恵
子 　

☎
35
―
０
６
５
３

開
催
さ
れ
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

中
央
消
防
署
苓
北
分
署

町
内
同
級
生
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

中
止
の
お
知
ら
せ

大
会
実
行
委
員
会

《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者
城　下　　大坪はづき
城　下　　今福愛咲妃（あさひ）
白木尾　　香宗我部愛美（まなみ）
下　向　　趙　　界樺（かいよう）

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢
平　山　　田中　建幸　　57歳
白木尾　　田中　早　　　91歳
下　向　　濱田キミエ　 104歳
元　袋　　平松　時男　　79歳
唐干田　　石田喜代春　　78歳
涼　松　　福田忠之眞　　82歳

 

●社協寄付（８月受付分）
山口　佳子さん　　中村　正継さん
野田千佐子さん　　田中　正喜さん
濱田　孝義さん

●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ26.8.14～Ｈ26.9.12）
石打　和美さん（大阪府）西尾百合子さん（愛知県）
田口　幸徳さん（兵庫県）三好　芳江さん（兵庫県）
大西　幸江さん（大阪府）荒木　広昭さん（熊本市）
榎　　千鶴さん（兵庫県）山田　一一さん（大阪府）
本山　卓夫さん（埼玉県）山崎　洋和さん（埼玉県）
池田　義美さん（東京都）濱田　力雄さん（埼玉県）

●ふるさと寄附金（８月受付分）
　３件　３０，０００円

休日当番医10月

８月
受付分

☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1133

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
医師会病院

（内科）
（外科）

（内・整・リハ・耳・泌）
（外科）
（内科）

（敬称略）

暁　史・まどか
竜之介・弥　弘
　真　・和　美
桂　平・路　麗

※休日当番医は９月12日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成26年８月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
8月計

件数
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
58件
 ０件
58件

0円
0円
0円
0円
0円
0円

86,320円
0円

86,320円

温泉プール

麟泉の湯
１日（水）・1５日（水）

毎週水曜日

休館日のお知らせ休館日のお知らせ 10月

■問い合わせ先　役場総務課　☎○内２０７　○町35－1111

10月５日

　  12日

　  13日

　  19日

　  26日

（日）

（日）

（月・祝）

（日）

（日）

●交通事故発生状況
　苓北町では８月末日現在、６件の交通事故（負
傷者６人）が発生。天草署管内では91件（負傷者
113人、死者２人）が発生しています。

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、

ＩＰ電話、光電話からは☎０９６
－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に
応じます 天草保健所

※行政執行上、必要なみやげ・記念品（焼酎）を一括購入し
たものが含まれています。購入したものについては、台帳
を設け適切に管理を行っています。
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